
て
適
切
な
措
置
を
と
る
よ
う
指
示
し
た
が
、
医
学
部
教
授
総
会
は
両
教
授
に

対
し
て
辞
職
勧
告
を
行
な
う
件
に
つ
い
て
意
志
決
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
三
月
一
四
日
の
東
大
評
議
会
が
「
さ
き
に
表
明
さ
れ
た
辞

意
を
速
や
か
に
実
現
さ
れ
る
こ
と
が
至
当
で
あ
る
」
と
い
う
見
解
を
決
議
し

て
こ
の
問
題
に
終
止
符
を
打
っ
た
。
し
か
し
、
豊
川
・
上
田
両
教
授
は
遂
に

辞
職
し
な
か
っ
た
。

一
四
、
医
学
部
確
認
害

昭
和
四
三
年
二
月
三
日
に
新
た
に
選
出
さ
れ
た
白
木
医
学
部
長
は
、
東

大
医
学
部
紛
争
を
終
結
さ
せ
る
た
め
就
任
早
々
共
闘
系
学
生
と
折
衝
を
始
め

た
が
、
成
功
し
な
か
っ
た
。
一
方
、
一
二
月
二
四
日
、
民
青
系
学
生
が
中
心

と
な
っ
て
医
学
科
学
生
大
会
が
開
か
れ
、
学
生
代
表
が
選
出
さ
れ
た
の
で
、

医
学
部
教
授
会
は
こ
れ
ら
の
代
表
と
折
衝
を
開
始
し
、
加
藤
総
長
代
行
の
締

結
し
た
「
七
学
部
（
医
学
部
な
ど
三
学
部
が
含
ま
れ
て
い
な
い
）
確
認
書
」

に
立
脚
し
て
「
医
学
部
集
会
」
を
行
な
う
こ
と
と
な
っ
た
。
昭
和
四
四
年
一

月
二
六
日
に
行
な
わ
れ
た
こ
の
集
会
は
、
反
対
派
学
生
の
乱
入
に
よ
っ
て
中

断
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
代
表
団
交
渉
に
よ
り
「
医
学
部
合
意
書
」
が
締
結
さ

れ
、
二
月
三
日
の
医
学
科
学
生
大
会
は
こ
れ
を
承
認
し
て
一
年
ぶ
り
で
ス
ト

を
解
除
し
た
。
し
か
し
一
部
学
生
は
な
お
ス
ト
を
継
続
し
て
い
た
の
で
授
業

再
開
に
は
な
お
至
ら
な
か
っ
た
。

一
五
、
正
常
化

昭
和
四
四
年
四
月
一
日
に
就
任
し
た
中
井
医
学
部
長
は
、
授
業
再
開
に
反

対
す
る
学
生
・
医
局
員
な
ど
と
の
数
回
に
わ
た
る
折
衝
を
経
て
、
五
月
二
八

日
、
一
六
カ
月
ぶ
り
で
医
学
部
授
業
を
再
開
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
一
応
東
大

医
学
部
紛
争
は
終
結
し
、
正
常
化
が
達
成
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
な

お
東
大
病
院
を
中
心
に
紛
争
の
余
波
は
続
い
た
。

頁
数

一
五
八
二

頁
数

五
二
‘
九

五
三
四

五
八
三

第
三
十
一
巻
四
号
例
会
講
演
要
旨
横
川
弘
蔵

日
本
医
学
校
と
女
性
医
師
の
先
駆
者
た
ち

三
十
一
巻
四
号
小
関
恒
雄
著

「
法
医
学
」
な
る
語
は
い
つ
頃
か
ら
使
わ
れ
た
か

’
正
誤
表口

行
数

後
・
三
行

後
・
二
行

上
段
右
よ
り
六
行

行
数

下
段
右
よ
り
八
行

右
よ
り
十
行

右
よ
り
七
行

こ
こ
に
‐
↓
こ
上
に

○
○
口
曾
胃
の
ロ
扇
Ｉ
↓
○
○
国
駕
昌
ロ
の
旨
厨

誤
↓
正

風
間
た
れ
の
項
耳
鼻
喉
咽
科
↓
耳
鼻

咽
喉
科

多
川
す
承
の
項
名
簿
↓
女
医
名
簿

女
医
に
日
本
女
医
五

十
年
史
に
↓
に
日
本

女
医
五
十
年
史
を

生
澤
久
及
↓
生
澤
久

乃昭
和
三
十
四
年
十
月

↓
昭
和
三
十
年
四
月

十
日

誤
ｌ
↓
正
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